
 
 

 
 

 
 

 
 

 

ポ
ッ
ポ
汽
車 

  

栃
木
県
矢
板
市
で
、
昭
和
二
十
九
年
か
ら
三
十
七
年
ま
で
幼
年
期
を
送
っ
た
。
薄
れ
た
淡
い
思
い
出
の
中
に
、（
ポ

ッ
ポ
汽
車
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
汽
車
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
矢
板
駅
の
隅
か
ら
東
北
本
線
と
は
別
に
発
着
し
て
い
る
、

小
さ
な
蒸
気
機
関
車
だ
っ
た
。
本
線
を
、
青
森
の
ほ
う
ま
で
力
強
く
走
る
大
き
な
機
関
車
に
比
べ
る
と
、
小
さ
く
て

頼
り
な
い
姿
だ
っ
た
思
い
出
が
あ
る
。
長
い
煙
突
か
ら
煙
を
吐
く
、
双
瘤
ラ
ク
ダ
の
様
な
形
の
汽
車
だ
っ
た
。
機
関

車
と
し
て
の
記
憶
し
か
な
く
、
あ
と
は
何
も
わ
か
ら
な
い
。
ポ
ッ
ポ
汽
車
を
調
べ
て
み
よ
う
と
思
っ
た
。 

  

ネ
ッ
ト
社
会
が
発
達
し
、
ポ
ッ
ポ
汽
車
を
一
通
り
調
べ
る
こ
と
は
簡
単
で
あ
る
。
当
時
の
路
線
図
、
鉄
道
と
し
て

の
時
代
遍
歴
は
も
と
よ
り
、
廃
線
跡
地
を
巡
っ
て
撮
っ
た
写
真
が
、
相
当
な
枚
数
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
さ
れ
て
い
る
。 

 

ポ
ッ
ポ
汽
車
の
路
線
は
（
矢
板
線
）
と
い
い
、
現
在
は
日
光
市
に
な
っ
て
い
る
新
高
徳
駅
と
、
矢
板
駅
間
を
結
ん

だ
、
全
線
二
三
・
五
キ
ロ
の
鉄
道
だ
っ
た
。
私
が
見
た
頃
に
は
、
東
武
鉄
道
所
有
の
路
線
と
し
て
営
業
し
て
い
た
よ

う
だ
。
矢
板
に
東
武
線
が
あ
っ
た
と
は
驚
い
た
。 

 

高
原
山
麓
で
伐
採
し
た
木
材
や
、
天
頂
鉱
山
の
鉱
物
資
源
を
搬
送
す
る
た
め
に
開
発
さ
れ
た
ら
し
い
。
昭
和
四
年

に
下
野
電
気
鉄
道
が
、
そ
れ
ま
で
七
六
二
ミ
リ
の
軌
間
だ
っ
た
線
路
を
一
〇
六
七
ミ
リ
に
改
軌
し
て
全
線
を
開
通
さ

せ
た
。
一
般
の
軌
道
幅
に
広
げ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
日
光
線
へ
の
乗
り
入
れ
も
可
能
に
な
っ
た
訳
で
あ
る
。
東
武
鉄

道
か
ら
蒸
気
機
関
車
三
両
、
客
車
二
両
、
貨
車
二
両
を
借
り
入
れ
て
、
運
転
が
開
始
さ
れ
た
。 

 

そ
の
後
昭
和
十
八
年
に
、
陸
上
交
通
事
業
調
整
法
に
基
づ
き
東
武
鉄
道
に
買
収
さ
れ
た
。
戦
後
、
東
武
日
光
線
の

整
備
が
進
む
中
で
、
幹
線
ル
ー
ト
か
ら
外
れ
た
矢
板
線
は
、
手
を
加
え
ら
れ
る
こ
と
な
く
開
業
当
時
の
ま
ま
の
姿
で
、

昭
和
三
十
四
年
六
月
に
廃
線
と
な
っ
た
。
こ
の
月
の
出
来
事
を
調
べ
る
と
、
朝
日
放
送
テ
レ
ビ
の
発
足
、
長
嶋
選
手

が
展
覧
試
合
で
サ
ヨ
ナ
ラ
ホ
ー
ム
ラ
ン
を
打
っ
た
と
あ
る
。
ず
い
ぶ
ん
古
い
話
だ
。 

 

蒸
気
機
関
車
が
客
車
と
貨
車
を
同
時
に
牽
引
す
る
、
昔
な
が
ら
の
混
合
運
行
形
態
が
、
三
十
年
間
最
後
ま
で
続
い

た
。
東
武
鉄
道
が
蒸
気
機
関
車
を
使
っ
て
旅
客
を
運
搬
し
た
、
最
後
の
路
線
だ
っ
た
と
の
こ
と
だ
。
こ
ん
な
記
録
が

あ
る
と
、
誇
ら
し
い
も
の
だ
。 

 

ポ
ッ
ポ
汽
車
は
明
治
生
ま
れ
で
、
マ
ン
チ
ェ
ス
タ
ー
に
あ
る
ピ
ー
コ
ッ
ク
と
い
う
会
社
で
作
ら
れ
た
。
英
国
製
で

あ
る
。
昭
和
三
十
年
代
の
矢
板
市
は
、
時
間
が
悠
々
と
流
れ
、
ポ
ッ
ポ
汽
車
は
も
と
よ
り
、
古
い
も
の
が
あ
ち
こ
ち

に
残
っ
て
い
た
。
時
々
馬
車
が
道
路
を
走
っ
て
い
た
し
、
馬
の
蹄
鉄
を
作
る
鍛
冶
屋
が
近
所
に
あ
っ
た
。
鉄
を
打
つ

音
が
聞
こ
え
て
い
た
も
の
だ
。
祖
母
が
道
路
に
落
と
し
た
馬
糞
を
拾
っ
て
き
て
、
庭
木
の
根
元
に
置
い
て
肥
料
に
し

て
い
た
こ
と
も
記
憶
に
あ
る
。 

 

機
関
車
の
写
真
も
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
掲
載
さ
れ
て
い
た
。
や
は
り
双
瘤
ラ
ク
ダ
の
形
を
し
て
い
る
。
い
ろ
い
ろ

調
べ
る
と
、
明
治
二
十
二
年
に
初
製
造
さ
れ
た
、
鉄
道
院
五
六
〇
〇
系
が
、
私
の
記
憶
に
残
っ
て
い
る
ポ
ッ
ポ
汽
車

の
よ
う
だ
。
機
関
車
に
、
燃
料
の
石
炭
や
水
を
積
載
し
た
車
両
を
接
続
し
て
い
る
形
式
で
、
テ
ン
ダ
ー
機
関
車
と
呼

ば
れ
る
。
製
造
が
ピ
ー
コ
ッ
ク
社
な
の
で
、
略
し
て
（
ピ
ー
テ
ン
）
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
撮
影
さ
れ
た
時
代
が
古
く

て
画
像
は
見
づ
ら
い
が
、
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
で
三
十
秒
程
度
の
動
画
が
見
ら
れ
る
。
廃
線
の
翌
月
に
ニ
ュ
ー
ス
で
取
り

上
げ
ら
れ
て
い
た
よ
う
だ
。 

 

映
像
を
見
て
い
た
ら
、
子
供
の
頃
に
聞
い
た
話
を
思
い
だ
し
た
。
亡
く
な
っ
た
叔
父
が
、 

「
登
り
坂
に
な
る
と
、
汽
車
が
止
ま
り
そ
う
に
な
り
、
客
が
降
り
て
み
ん
な
で
押
し
た
ん
だ
ぞ
」 

と
、
乗
車
し
た
時
の
話
を
し
て
く
れ
た
。
の
ど
か
な
時
代
だ
っ
た
よ
う
だ
。 

 

ポ
ッ
ポ
汽
車
が
廃
止
に
な
っ
た
昭
和
中
期
、 

「
明
治
は
遠
く
な
り
に
け
り
」 



と
、
誰
か
が
言
っ
て
い
た
。
今
や
、 

「
昭
和
は
遠
く
な
り
に
け
り
」 

私
も
昭
和
を
懐
か
し
む
年
齢
を
迎
え
た
。 

 


